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私
は
市
長
就
任
以
来
、市
の
将
来
像

で
あ
る「
緑
と
健
康
で
豊
か
な
文
化
都

市
」の
実
現
に
向
け
、第
３
次
総
合
振
興

計
画
に
位
置
づ
け
た
諸
施
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。就
任
３
期
目
を

迎
え
、計
画
の
総
仕
上
げ
で
あ
る
後
期

基
本
計
画
の
目
標
達
成
に
さ
ら
に
邁
進

し
ま
す
。具
体
的
に
は
、後
期
基
本
計
画

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る「
協
働
」、「
都
市

基
盤
」、「
子
育
て
支
援
」を
３
本
の
柱
と

し
、優
先
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

協
働
で
は
、本
年
７
月
に
狭
山
市
駅

西
口
地
区
に
オ
ー
プ
ン
す
る
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
内
に
市
民
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、市
民
の
交
流
や
自
主
的
な
活
動
を

促
進
す
る
場
の
充
実
を
図
り
ま
す
。ま

た
、協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
を
育
成
す
る
た
め
、旧
狭
山
台
北
小

学
校
を
活
用
し
た
専
用
キ
ャ
ン
パ
ス
で

狭
山
元
気
大
学
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

都
市
基
盤
で
は
、狭
山
市
駅
西
口
地

区
再
開
発
事
業
が
本
年
６
月
に
完
成
を

　

平
成
24
年
度
市
長
施
政
方
針

迎
え
ま
す
が
、引
き
続
き
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、豊
か
な
自

然
を
残
し
つ
つ
、市
民
生
活
の
拠
点
と

な
る
駅
周
辺
の
整
備
を
は
じ
め
、道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
し
、安

全
で
快
適
な
都
市
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
を
継
続
す
る
ほ

か
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
総
合
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
な

ど
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

第
３
次
狭
山
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
協
働
」、「
都
市
基
盤
」、「
子
育
て
支
援
」の
諸
施
策
を
推
進

　

24
年
度
予
算
編
成
で
は
、新
た
に
事

業
別
予
算
を
導
入
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、実
施
計
画
か
ら
予
算
編
成
、予
算

執
行
、決
算
、行
政
評
価
ま
で
を
一
連
の

サ
イ
ク
ル
で
実
施
し
、事
業
の
明
確
化

を
図
る
と
と
も
に
、行
政
の
透
明
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、市
税
の
う
ち
市
民

税
は
微
減
、固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
は
評
価
替
え
の
影
響
に
よ
る
減
を

見
込
み
、市
た
ば
こ
税
は
増
額
と
し
ま

し
た
。地
方
交
付
税
は
、国
の
動
向
や
23

年
度
の
交
付
実
績
に
よ
り
、普
通
交
付

税
は
増
額
、特
別
交
付
税
は
同
額
と
し

ま
し
た
。国
庫
支
出
金
は
減
額
、県
支
出

金
は
ほ
ぼ
同
額
と
し
、繰
入
金
は
微
減
、

市
債
は
減
額
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、第
３
次
総
合
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
の
５
つ
の
重
点
的

な
取
り
組
み
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
な
ど
の

狭
山
元
気
大
学
事
業
費
、都
市
計
画
道

路
の
最
優
先
整
備
路
線
に
位
置
づ
け
て

い
る
狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
の
整
備
事
業

費
、教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
の

小
中
学
校
校
舎
な
ど
の
耐
震
補
強
事
業

費
と
空
調
設
備
改
修
事
業
費
の
ほ
か
、

予
防
接
種
助
成
事
業
費
や
農
業
支
援
事

業
費
な
ど
、選
択
と
集
中
の
も
と
に
十

分
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
、前
年
度
対
比
10
・
３
％
減

の
４
１
２
億
７
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、特
別
会
計
は
、国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
、介
護
保
険
特
別
会
計
と

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
が
増
額
、

狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
が
減
額
、合
計
で
は
、前
年
度
対

比
７
・
７
％
増
の
２
６
４
億
８
千
１
１

０
万
１
千
円
と
な
り
、一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、前

年
度
対
比
４
・
０
％
減
の
６
７
７
億
５

千
１
１
０
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　平成24年第1回定例市議会(会
期：2月23日～3月16日）で、仲川市
長が市政運営に向け、施政方針を
述べました。その概要と24年度の
重点事業をお知らせします。

施政方針を述べる
仲川市長

　

地
球
環
境
の
保
全
は
、第
２
次
狭
山

市
環
境
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年

で
あ
り
、地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
目

的
と
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促

進
の
た
め
、住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
事
業
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

緑
地
保
全
の
推
進
は
、平
地
林
を
は

じ
め
、斜
面
緑
地
の
保
護
や
市
街
地
に

残
さ
れ
た
緑
地
に
つ
い
て
も
、み
ど
り

の
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
保
全
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、市
民
団
体
な
ど
と
の

協
働
に
よ
る
緑
地
保
全
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
は
、空
間

放
射
線
量
の
定
期
的
な
測
定
を
実
施

し
、正
確
な
現
状
把
握
に
努
め
、速
や
か

に
公
表
す
る
と
と
も
に
、市
民
か
ら
の

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
形
成
は
、市
と
市
民
、

事
業
者
と
の
協
働
で
、「
も
っ
た
い
な
い

で
見
直
す
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、不
要
な
も
の
は
断

る
、ご
み
の
減
量
、再
利
用
、資
源
化
の

普
及
啓
発
に
努
め
、ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、長
寿
命
化

計
画
に
よ
り
施
設
の
延
命
化
を
図
り
、

ご
み
処
理
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
は
、関
係
機
関

や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、地
域

に
お
け
る
健
康
づ
く
り
活
動
を
展
開
し

て
い
く
と
と
も
に
、引
き
続
き
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
が
ん
検
診
、予
防
接
種

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
充
実
は
、24
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
体
制
の

強
化
を
図
り
、高
齢
者
の
総
合
相
談
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
充
実
と
と
も
に
、

介
護
予
防
の
意
識
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
の
促
進
は
、引
き

続
き
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る

と
と
も
に
、相
談
支
援
事
業
に
お
い
て

は
、基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
は
、笹

井
、狭
山
台
南
保
育
所
で
、土
曜
日
の
保

育
時
間
を
従
来
の
午
後
１
時
30
分
ま
で

か
ら
午
後
６
時
ま
で
延
長
す
る
と
と
も

に
、給
食
調
理
業
務
を
民
間
事
業
者
に
委

託
し
て
対
応
し
ま
す
。ま
た
、引
き
続
き
待

機
児
童
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、祇

園
保
育
所
の
建
て
替
え
に
向
け
、新
園
舎

の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。さ
ら
に
、新
狭
山

小
学
童
保
育
室
の
増
改
築
工
事
を
実
施

し
、保
育
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

低
所
得
者
福
祉
の
充
実
は
、生
活
保

護
受
給
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、就
労
可
能
な
被
保
護
者
に
対
し
て

就
労
支
援
や
就
労
相
談
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、社
会
的
自
立
を
促
し
ま
す
。

　

狭
山
市
駅
西
口
周
辺
地
区
整
備
事
業

は
、公
衆
ト
イ
レ
を
備
え
た
街
角
広
場
、

街
区
公
園
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　

狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、建
物
移
転
や
道
路
整
備
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
、事
業
の
早
期
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

　

入
曽
駅
東
口
地
区
の
整
備
は
、入
間

小
学
校
の
跡
地
の
有
効
活
用
を
図
り
、

市
南
部
の
地
域
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
駅

前
と
な
る
よ
う
、駅
前
広
場
や
道
路
整

備
な
ど
の
方
向
づ
け
と
、地
権
者
や
地

域
の
協
力
と
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
は
、狭
山
市
駅
上
諏

訪
線
の
中
央
児
童
館
東
交
差
点
か
ら
国

道
16
号
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、24
年

度
の
早
い
時
期
に
事
業
認
可
を
取
得

し
、用
地
買
収
を
進
め
ま
す
。ま
た
、東

京
狭
山
線
は
、現
在
、堀
兼
地
区
で
道
路

築
造
工
事
、狭
山
台
地
区
で
４
車
線
化

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、24
年
度
中

の
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
「
ふ
み
出
そ
う
新
た
な
一
歩
」

さまざまなイベントに活用が期
待される狭山市駅西口市民広場

緑
豊
か
で
環
境
と
共
生
す
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
環
境
共
生
】

元
気
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
健
康
福
祉
】

平成 24 年度市長施政方針

←

元気な狭山をみんなでつくる

24
年
度
予
算
案
の
総
括

生涯学習や子育て、男女共同参画の拠
点となる市民交流センター

快
適
で
魅
力
の
あ
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
都
市
基
盤
】

学 育 参


